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ターミナルでの荷役作業後の陸上パイプラインのブロー 
概要と背景 
ここ数年、Gardでは、荷積み作業中に液体貨物タンク内が過圧状態になり、構造
物に大きな損傷がもたらされる事故をいくつかみてきました。このような損傷が
発生すると、時間とコストをかけて修理しなければならなくなります。残念なこ
とに、本船側ではそのようなリスクに対処する手順を整備しているにもかかわら
ず、理由は不明ながら、同種の事故は増加の傾向を示しています。 
 
Gardの経験では、このような事故は、荷積み作業中に、配管内のブローまたはピ
グ1によるパイプラインのブロー時に発生しています。ある事故の例では、ターミ
ナルとの間で緊密にコミュニケーションを取っていなかったことに加え、陸上の
パイプラインのブロー作業中にマニホールド弁を開いたままで放置しておくと危
険であることの認識が乗組員にはなかったことが主因であったとみられています。
タンクへの荷積みの完了後に配管のブローを行った後に、本船カーゴラインをさ
らにブローするため、マニホールド弁を再度開けるようにターミナルから指示が
出されました。本船側では指示どおりにパイプラインを開いた状態にしておいた
ものの、ターミナルからはその後何の情報も送られてこなかったと報告されてい
ます。マニホールド弁を再度開くように指示が出された約5時間後、甲板で轟音が
鳴り、積荷がタンク通気口から噴出するのが見えたとも伝えられています。その
結果、タンクと混載貨物間、およびタンク間の横隔壁も重大な損傷を受けたよう
です。 
 
本回報は、陸上パイプラインのブローに関して、荷役作業中に汚染を発生させる
リスクおよび貨物タンクに損傷を受けるリスクを最小限に抑えるため、関連する
主な問題について注意を喚起することを目的にしています。 
 
陸上パイプラインのブロー作業に関するリスクの低減 
損害が発生する直接の原因は、本船のタンクの通気系統の能力を超える程の高圧
でガスが供給されたか、本船の貨物タンクの空き容量を超える程の大量の積荷が
押し込まれたか、あるいは積荷を送る速度が速すぎたかのいずれかです。しかし、
実際には、作業全般の詳細計画が欠如していたり、作業に関与する関係者間のコ
ミュニケーションが不足していたり、作業者の訓練が十分でなかったり、実際の
作業に適用される手順に関する認識がかけていたなどの複数の要因が重なり合っ
て事故を生む間接的な原因となっているのです。 
 
陸上のタンクと本船のマニホールド間のパイプラインのブロー手順は、利用可能
な施設や積荷の種類によってターミナルごとに異なります。本船とターミナル間
の手順は、荷役と配管のブロー作業に関連するあらゆる項目をカバーする必要が
ありますが、作業前と作業中の関係者間のコミュニケーションを円滑にすること
が、事故を防ぐうえで重要な要素であることが明らかになりました。この点を踏
まえ、以下の事項を遵守することが望まれます。 
 
計画と責任 
すべての荷役作業を入念に計画し、実施する前に文書化しなければなりません。
計画の詳細について、本船とターミナルの全員で協議し、両者間の責任分担につ
いて合意しなければなりません2。 
 
船長または相当する本船職員は、荷役作業中に職務に当たる乗組員にパイプライ
ンのブロー作業に伴う危険を認識させるべきです3。 

                                                  
1 ピグは、パイプラインをブローする 1 つの方法で、ゴム製の球形または円筒形をした「ピグ」と呼ばれる装置

を、液体または圧縮ガスでパイプライン内を走行させるものです。パイプラインを完全にきれいな状態にまで

ブローしたい場合は、ピグを圧縮ガスで噴射する方法が一般的です。あるいは、1 つ目のピグでパイプライン

内に製品が残っていない状態を作ってから、次のピグで走行させます。 
2 この点については、Guidance to Masters 第 2.12.3.4 章を参照して下さい。。 
3 「International Safety Guide for Oil Tanker and Terminals」第５版(ISGOTT)第 11.1.15 章も参照して下さい。 
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以下の表には、本船の乗組員が認識しておくべき危険と、荷役作業前ミーティン
グにおいてターミナル側と話し合いをしておく必要のある相互に関わり合う作業
項目についてまとめています。 

 
予防措置と手順 
荷積み作業の開始時、および当直またはシフトの交代時に、担当航海士とターミ
ナル責任者は、荷積み作業で使用されるコミュニケーションシステムについて自
身が理解していること、同時に荷役作業中に職務に当たる職員も理解しているこ
とを確認すべきです。 
 
以下の項目は、乗組員が特に理解しておくべき予防措置と手順についてまとめた
ものです。荷役作業時は、作業が完了し、すべてのマニホールド弁を閉じるまで、
ターミナルと本船との間の直接コミュニケーションを続けるべきです。 
 

乗組員が特に理解しておくべき予防措置と手順 

・パイプラインブロー用の受入タンクとして、98％近くまで満載されたタンクを使
用しないこと。 

・通知された「ピグの使用時間」が不正確である場合に備えて、受入タンクの必要
空き容量を見積もる際に、マージンを設けておくこと。  

・すぐに開けられるスタンバイの貨物タンクを用意し、準備物に含めることを検討
すること。 

・作業停止中はマニホールド弁を閉じたままにしておくこと。 

・作業中は陸側へのvaporの戻り配管を必ず開けておくこと（利用可能な場合） 

・必要に応じてメインのマニホールド弁を操作すること。 

・マニホールド圧力を注意深くモニターすること。 

・貨物タンクの利用可能な空き容量とタンクの圧力をモニターすること。 

・凍結するような天候の場合には、タンク通気口（P/Vバルブ）を一定間隔で検査す
ること。 

・圧縮された噴射ガスが荷積みされた貨物タンクに侵入しないように、一旦ピグが
終点（またはトラップ）まで到達したら、（ターミナルと合意したうえで）マニホ 

認識すべき危険: 荷役作業前ミーティングで話し合うべき項目: 

・ 配管の圧力の上昇 

・ タンク内の過圧状態 

・ 充填速度の急加速 

・ 過剰積荷による貨物タン
クあふれ 

・ 圧縮ガスの流入による貨
物タンクあふれ 

・ パイプラインブローの実施タイミング 

・ パイプラインのブロー前に本船への通知に要する時間 

・ 中程度の圧力でブローすること  

・ 陸上のパイプラインの長さとサイズ  

・ ピグがパイプラインライン内を走行する時間 

・ 本船の受入タンク内の圧力と通気能力 

・ パイプライン内の残余積荷の量と本船の受入タンクの
利用可能な空き容量 

・ 陸側への蒸気の戻り配管の容量 

・ パイプラインブローの結果としての荷役作業計画の修
正（満載する場合の利用可能な容量を含む） 

・ 作業全体を通じてのコミュニケーション手順  
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お問い合わせ先     
                             
損害防止担当ｼﾆｱﾏﾈｰｼﾞｬｰ 
Terje R. Paulsen 
→ terje.paulsen@gard.no    
                             
損害防止担当ｼﾆｱｴｸﾞｾﾞｸﾃｨﾌﾞ 
Marius Schonberg 
→ marius.schonberg@gard.no    

ールド弁を直ちに閉じること。 

・異常または既存の手順からの逸脱があった場合には直ちに報告すること。 

 
 
勧告 
陸上パイプラインのブロー作業を行う際、正しい手順に従って実施されるように、
荷役作業の手順を点検しておくべきです。事故を防止するうえでのポイントは、
作業前および作業中に十分なコミュニケーションが取れるようにしておくことで
す。 
 
    

 理解しておくべき危険: 荷役作業を開始する前に、注意を喚起するため、パ
イプラインブロー作業に伴う具体的な危険について、荷役作業中に職務に当
たる乗組員に周知するようにすべきです。 

 
 荷役作業前ミーティングで話し合いをしておくべき項目: 荷役作業前ミーテ

ィングを通じて、責任、期間、および両者が関わり合う項目について（それ
らのブロー作業における重要性を含め）、担当士官とターミナル責任者の間
で合意しておくべきです。また、実際の作業時に使用する具体的なコミュニ
ケーション方法を確立しておくべきでしょう。 

 
 乗組員の注意喚起を特に求める予防措置と手順: 予防措置と手順は、次のこ

とが確実に実施されるようなものとするべきです。荷役作業時は本船のマニ
ホールド弁は、開けたまま作業を実施する必要がある場合を除き、閉じたま
まにしておくこと、各作業を責任者が継続的にモニターすること、作業が完
了し、すべての弁が閉じられるまで、ターミナルと本船との間の直接コミュ
ニケーションを継続すること。 

 
Gardは、適切な訓練を受けた経験者のみを、パイプラインブロー作業時の本船の
マニホールド弁に関する作業に割り当てることを強く推奨します。 
 


